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仕様書ひな形
採択後には、このような仕様書に基づいて実証要件適合性等調査を実施していただきます。
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仕様書
○○○○部
1. [bookmark: _Toc32594521]件名 
エネルギー消費の効率化等に資する我が国技術の国際実証事業／実証要件適合性等調査／○○○を実現するための○○○（国・地域名）

2. [bookmark: _Toc32594522]目的 
本調査では、○○○における○○○を実現するための○○○が、ＮＥＤＯの国際実証事業として成立し得るかを検証するために、○○○を対象に調査する。

3. [bookmark: _Toc32594523]対象国・地域
○○○○

4. [bookmark: _Toc32594524]対象技術分野
　上述の対象国・地域において○○○を解決し○○○を実現するために、○○○の技術を対象とする。当該技術は、以下の技術分野（○）に該当する。
（1） 厳しい自然環境のため再生可能エネルギーの普及が遅れている地域での導入を可能とする技術
（2） 次世代の系統監視・制御技術
（3） 分散型エネルギー資源を統合してポジワット（創エネ／需要創出）・ネガワット取引等を促進する技術
（4） 競争力あるエネルギー変換技術
（5） エネルギー消費行動の変容を促す省エネルギーサービス技術
（6） エネルギー消費・ロスの多い産業において大幅な省エネルギー化を達成する技術
（7） エネルギーの地産地消モデルの競争力を高める技術

5. [bookmark: _Toc32594525]調査項目 
対象技術に関する実証研究を実施する場合を想定し、以下の項目に従って実証要件適合性等調査の委託業務実施計画書（以下「実施計画書」という。）を作成し、それに基づき調査・検討を行う。以下はあくまでも項目の提示であり、実施計画書に記載する事項は、提案書の内容を正確に取り入れるとともに、調査の内容のみならず方法も含めた具体的な内容とすること。また、調査報告書の作成に当たっては、できる限り客観的・定量的なデータによって裏付けすること。

1） [bookmark: _Toc32594526]対象国・地域のエネルギーや市場に関する基礎情報
　実証研究の実施の検討に必要な、以下の基礎的情報（現状及び将来見通し）を調査すること。
　・エネルギーミックス・需給、インフラやエネルギー賦存
・関連市場・産業構造
　・エネルギー政策上の課題や関連政策・計画
　・対象技術に関係する具体的な現地ニーズ（誰が何を欲しているか等）
　・その他、対象地域に関連して必要な項目

2） [bookmark: _Toc32594527]実証研究の対象技術
1 [bookmark: _Toc32594528]対象技術の詳細
１）の調査を踏まえ、対象国・地域の現状に合せた変更・カスタマイズの必要性を考慮し、実証研究で対象とする技術の詳細検討を行うこと。また、当該技術の競合技術や代替技術に対する優位性及び競争力（現状及び将来見通し）についても調査し、いかに差別化を行うかについても検討すること。
なお、上記の説明の際は、数値データ、写真、図表などを用いること。

2 [bookmark: _Toc32594529]実証研究で期待できる温室効果ガス削減効果（t-CO2/年）
実証研究を実施した場合に、対象技術を導入することで見込まれる温室効果ガス削減効果（t-CO2/年）を試算すること。加えて、普及展開により２０３０年及び２０４０年の温室効果ガス削減効果（t-CO2/年）を試算すること。

3 [bookmark: _Toc32594530]対象技術の自社におけるステータス
対象技術の自社におけるステータスについて、以下の観点から説明すること。
· 技術の開発段階（研究開発中、社内実証中、国内販売中、海外販売中　等）
· 販売実績（国・地域、顧客等）
· コア技術の知財の取得状況（なお、知財関係で注意すべきことがあれば説明）

3） [bookmark: _Toc32594531]実証研究を通じて達成を目指す成果目標
1 [bookmark: _Toc32594532]技術に関する成果目標
実証研究を通じて解決したい技術的な課題と成果目標を明確化し、成果目標を可能な限り定量的に設定し、その達成に必要な活動を説明すること。

2 [bookmark: _Toc32594533]政策・制度、標準・規格に関する成果目標
対象技術の普及に資する相手国・地域での支援政策や制度又は新規標準・規格の実現など、実証研究を通じて達成したい成果目標があれば記載し、その達成に必要な活動（具体的な活動スケジュールも含む）を説明すること。

3 [bookmark: _Toc32594534]その他成果目標
人材育成並びに対象技術及び企業の認知度向上など、その他、実証研究を通じて期待する成果目標があれば記載し、その達成に向けた活動を説明すること。

4） [bookmark: _Toc32594535]実証研究の全体計画
1 [bookmark: _Toc32594536]実証研究の内容
実証研究で検証すべき実証要素（日本国内の実証研究では得られない知見含む）等を検討すること。

2 [bookmark: _Toc32594537]相手国企業及び実証サイトの候補
実証研究を共同で実施する相手国企業及び実証研究を実施する実施サイトの候補を複数抽出し、各候補について調査（事業内容、拠点、財務状況、人材など）し、それらを比較検討したうえで、実証研究を実施するのに最適だと考える候補について理由とともに提示すること。なお、各候補と協議する際は、ステージゲート評価と事業化評価の仕組みを説明し、理解を得ること。

3 [bookmark: _Toc32594538]実証研究の体制案
別紙１の「実証研究の体制」を参考に、それぞれの機関がどのような役割（金銭的な負担を含む）を担うのかを踏まえた体制案を作成すること。

4 [bookmark: _Toc32594539]実証研究に必要な期間（スケジュール）案
別紙２の「実証研究の標準的な項目」を参考に、具体的なスケジュール案を作成すること。特に、考慮すべき事項がある場合にはその理由も記載すること。
（例：雨期はアクセスロードが使用できないため機器輸送は困難、実証データは年間を通じた変化が分かるように取得する必要があり最低１年間が必要、など）

5 [bookmark: _Toc32594540]実証研究に必要な予算案
実証研究に必要な予算案を作成すること。経費の内訳やその根拠を可能な限り明確化すること。経費の区分は、課題設定型産業技術開発費助成事業事務処理マニュアル様式（様式第１別紙２）を参考にすること。
（様式）https://www.nedo.go.jp/itaku-gyomu/hojo_josei_koufukitei_yoshiki.html

なお、本予算案の作成は必要経費の規模感を把握することが目的であり、ＮＥＤＯとして支援を約束するものではなく、実際に実証研究を行う場合には、改めて、委託・助成での実施、積算の妥当性、支援対象となる費用の範囲等を検討することとなる。

6 [bookmark: _Toc32594541]実証研究を所管する相手国政府機関等の候補
ＮＥＤＯが合意文書（ＭＯＵ）を締結すべき対象国・地域の政府機関等の候補を検討すること。所管が複数組織に跨る場合は、それらを比較検討したうえで、最適だと考える機関を理由とともに提示すること。

7 [bookmark: _Toc521547626][bookmark: _Toc32594542]実証研究中及び実証研究後の実証設備の取扱い
実証研究後の事業モデルを念頭に、実証研究中及び終了後に実証設備を誰が所有するか、実証設備の運用や実証終了後の維持管理にどのような費用がかかるかについて検討を行うこと。
具体的には、
· 実証研究中、実施者が資産を所有するのか、リース等を活用するのか
· 実証研究後、実施者が保有して継続運転するのか、事業を担うＳＰＣ（Special Purpose Company）へ譲渡やリースするのか
· 実証研究中及び実証研究後に課される可能性のある固定資産税、法人税、付加価値税等
· 運転やメンテナンス等に係る費用等
　　　　について、検討を行うこと。

5） [bookmark: _Toc32594543]実証研究の実施に必要な手続き
1 [bookmark: _Toc32594544]許認可の種類と取得方法
2 [bookmark: _Toc521593913][bookmark: _Toc521593965][bookmark: _Toc521594017][bookmark: _Toc32594545]適合が必要な標準・規格や認証制度
3 [bookmark: _Toc32594546]輸送・通関手続き
4 [bookmark: _Toc32594547]安全保障輸出管理（外為法）
5 [bookmark: _Toc32594548]課される可能性がある税、申告・納付の手続き
6 [bookmark: _Toc521593918][bookmark: _Toc521593970][bookmark: _Toc521594022][bookmark: _Toc32594549]実証研究に不可欠な原材料、エネルギー、輸送インフラの確保
7 [bookmark: _Toc521593919][bookmark: _Toc521593971][bookmark: _Toc521594023][bookmark: _Toc521593920][bookmark: _Toc521593972][bookmark: _Toc521594024][bookmark: _Toc521593921][bookmark: _Toc521593973][bookmark: _Toc521594025][bookmark: _Toc521593922][bookmark: _Toc521593974][bookmark: _Toc521594026][bookmark: _Toc32594550]その他、必要と考えられる事項

6） [bookmark: _Toc32594551]実証研究の実現を妨げる要因（リスク）
実証研究の実現を妨げる要因（リスク）を抽出し、その対応策を検討すること。検討にあたっては、「国際実証におけるリスクマネジメントガイドライン」※の考え方に基づき、リスク管理シートを作成すること。リスク管理シートの様式は、採択後にＮＥＤＯより提供する。
※　https://www.nedo.go.jp/activities/ZZJP_100133.html

7） [bookmark: _Toc32594552]対象技術の普及可能性
1 [bookmark: _Toc32594553]事業環境・事業戦略
３Ｃ、ＳＴＰ、４Ｐなどの事業環境分析やマーケティングの思考の枠組みを用い、具体的な競合相手の分析※も行いつつ、実証研究終了後のビジネスベースでの普及に向けた事業戦略の検討を行うこと。
· 他国・地域で類似の事業を展開しており、今後、実証研究実施国・地域に参入することが想定される競合相手も含む。

2 [bookmark: _Toc32594554]事業体制
普及段階において、想定する顧客を踏まえた事業体制を検討すること。検討結果について、図表を用いて分かりやすく説明すること。

3 [bookmark: _Toc32594555]事業の収益性
当該技術、システム、製品またはサービスの供給者及び需要者の双方の立場から事業の収益性の試算を行うこと。また、資金調達計画についても検討を行うこと。

4 [bookmark: _Toc32594556]目指す普及の姿
目標とする中長期的な販売計画、目指す市場におけるプレゼンス（目標シェア）等について、競合相手の分析結果を踏まえて検討すること。検討結果について、図表を用いて分かりやすく説明すること。

5 [bookmark: _Toc32594557]普及実現を妨げる要因（リスク）
対象技術の普及実現を妨げる要因（リスク）を抽出し、その対応策を検討すること。対応策の検討にあたっては、国際実証におけるリスクマネジメントガイドラインのリスク管理シートを作成すること。

8） [bookmark: _Toc32594558]波及効果
対象国・地域又は日本への波及効果の可能性について、以下の点で考察すること。
1 [bookmark: _Toc32594559]対象国・地域への波及効果
実証研究を実施し、またその後普及することで、対象国・地域において、どのような課題解決に資するか、また、どのような恩恵や波及効果を享受しうるかについて考察すること。

2 [bookmark: _Toc32594560]日本への波及効果
実証研究を実施し、またその後普及することで、日本において、どのような課題解決に資するか、また、どのような恩恵や波及効果を享受しうるかについて考察すること。

6. [bookmark: _Toc32594561]ステージゲート審査について
実証前調査への移行可否を判断するステージゲート審査を希望する者は、以下を実施すること。なお、ステージゲート審査への対応に係る費用は委託費の対象とならないことに留意。
1） ステージゲート審査資料の作成
実証要件適合性等調査の結果を踏まえ、ステージゲート審査の審査基準（別途提示）に沿って、ステージゲート審査に必要な資料（様式は別途ＮＥＤＯから指定）を取りまとめ、別途ＮＥＤＯが指定する日までにＮＥＤＯに提出すること。
2） ステージゲート審査委員会への参加
外部有識者によるステージゲート審査委員会に参加し、作成したステージゲート審査用資料及び外部有識者から事前に寄せられる質問に基づき、発表を行うこと。なお、企業における事業戦略上の本実証研究の位置づけや実証研究終了後の普及計画については、取締役、執行役、執行役員又はこれらに相当する役職の者からの説明が推奨される。
なお、実証前調査への移行は、外部有識者による審査委員会及びＮＥＤＯ内の契約・助成審査委員会による二段階の審査（ステージゲート審査。２０２０年度下期及び２０２１年度上期に実施予定。）で決定する。

7. [bookmark: _Toc32594562]事業期間
ＮＥＤＯが指定する日から２０２０年９月末または２０２１年３月末まで（いずれかを選択）

8. [bookmark: _Toc32594563]予算額
２千万円以内

9. [bookmark: _Toc32594564]成果報告書
提出期限：委託契約期間終了日
　　提出部数： 電子媒体ＣＤ－Ｒ等の不揮発性媒体にて１部
提出内容：①和文成果報告書本文（ＰＤＦファイル形式とワードファイル形式）
　　　　　②英文成果報告書本文（ＰＤＦファイル形式とワードファイル形式）※１
③和文成果報告書概要（パワーポイントファイル形式）※２
④英文成果報告書概要（パワーポイント形式、③の英語版）※２
⑤和文要約書（テキストファイル形式）
⑥英文要約書（テキストファイル形式、⑤の英語版）

※１　相手国政府機関等に成果を説明するため、必要に応じて成果報告書の英語版を作成する。日本語の成果報告書の全訳である必要はなく、別途、ＮＥＤＯが指示する。
※２　相手国政府機関等に成果を説明するため、英文・和文でのプレゼン資料（ＰＰＴ）を別途作成する。


注意点：
· 引用情報等については出典を明記するとともに入手した英文資料のうち重要なものは原文を日本語訳の上、参考資料として添付すること。インターネット上で最新情報が取得可能なものは、出典と併せてＵＲＬを明記すること。 
· 聞き取り調査及び現地調査については、日時、場所、調査対象者（氏名、役職名）、調査結果の詳細を含めて記載すること。
· 図表を活用すること（使用したデータテーブルは別途Excelにて提出）。 
· 本調査を通じて入手したデータその他の原本について、ＮＥＤＯ から提出の依頼があった場合は提出すること。 
· 報告形式の詳細はＮＥＤＯホームページの「成果報告書（中間年報）の電子ファイル提出の手引き」を参照のこと。
· 報告書は原則として公開される。なお、秘匿すべき情報が含まれると判断される場合には、委託先からの申し出に基づき委託先とＮＥＤＯとの協議によりこれを指定し、報告書から除くことができる。但し、この場合にも、報告書として完結した内容であることを条件とする。委託先とＮＥＤＯとの協議により指定された秘匿すべき情報については、報告書とは別にこれに関する資料をＰＤＦファイル（ＣＤ－Ｒ）にて１部提出すること。
· 報告書（和文・英文）は、成果物として提出する前に、原則１カ月前までにＮＥＤＯへドラフト版を提出すること。

10. [bookmark: _Toc32594565]調査実施方法
· 文献やインターネット等を用いた調査に加え、複数回の現地関係者へのヒアリング、ディスカッションまた現地調査等により実施すること。 
· 本調査は、相手国政府機関等と一体となって行う必要があることから、ＮＥＤＯと相手国政府機関等との協議等（Kick off Meeting、中間報告、最終報告等）への出席及び成果報告を依頼することがある。また相手国政府等との協議の結果、調査の重点項目等について変更をお願いする場合がある。
· 実施にあたっては、委託業務の実施状況を把握するため、ＮＥＤＯの指示する方法に従い、毎月の業務の進捗状況および翌月の業務実施予定について定期的（月１回程度）に ＮＥＤＯへの報告、打ち合わせを行うこと。ＮＥＤＯへの報告資料については原則、日本語（原資料が外国語の場合は翻訳）にて作成するとともに、原則、終了後１営業日以内に打ち合わせ議事録を作成し、ＮＥＤＯへ提出のこと。
· 現地調査の際は現地の安全情報をよく確認の上、事前に出張対処方針を作成しＮＥＤＯと十分協議すること。なお、外務省の海外安全情報でレベル２以上に指定された場合は、原則、出張を中止する。出張後は原則２営業日以内にＮＥＤＯに出張成果を報告すること。これら資料の書式等は、ＮＥＤＯが別途指示する。また、対象国を所管するＮＥＤＯ海外事務所等がある場合は、現地出張の際、可能な限り、ＮＥＤＯ海外事務所等への連絡・報告・協議も行うこと。
· 現地調査やヒアリングについては、ＮＥＤＯ担当者が同行する場合がある。
· ＮＥＤＯは、実証委託契約約款に定める各種手続きに関する指示や本仕様書に定める指示以外に、実証事業委託契約約款第５条第３項に基づき、委託業務の実施に必要な指示をする場合がある。この場合、書面、メール等の記録に残る方法により、同条項に基づく指示である旨を明示して指示をする。
· 本調査の初期の段階において、独自の調査によって仕様書に記載されている事項が十分に調べられており、市場環境を踏まえて実証開始を早める必要がある場合には、【別添７】に示される実証前調査で予定している調査内容の一部を前倒して、本調査において実施できることとする。

11. [bookmark: _Toc32594566]成果報告への対応
委託期間中あるいは委託期間終了後に、ＮＥＤＯが開催する委員会、中間進捗確認会での報告、国内及び相手国における成果報告会や現地関係機関を集めたワークショップにおける報告等を依頼することがある。（委託期間中の報告等に係る経費については委託費により支出。）


以上

[bookmark: _Toc32594567]別紙１：実証研究の体制

ＮＥＤＯ
政府機関等
合意文書
支援
企業等
相手国企業
監督・協力・支援
契約文書
日本側
対象国・地域側
図１：対象国・地域との体制










ＮＥＤＯ
担当業務Ａ
支援
企業等
企業等
図２：日本側体制の詳細
担当業務Ｂ
担当業務Ｃ
外注




[bookmark: _Toc32594568]別紙２：実証研究の標準的な項目

1) 現地調査、基本設計、詳細設計
対象設備（対象技術）の設計、機械、計装／システム、電気設備等の基本設計、詳細設計。

2) 調達、製作、輸送
機器の調達、製作及び輸送。付保費用は助成の対象とはならないことに留意。

3) 現地組立工事、土木建築工事
実証サイトにおいて、機器据付・配管工事、電気計装工事、土木・建築工事、その他必要な工事を実施する。土木建築工事を相手国側が担当する場合は、必要に応じて日本側のＳＶ（Supervisor、指導員）を派遣し、指導する。日本と施工の方法が異なる場合があるので留意すること。

4) 教育・訓練
実証サイトの運転要員に対象設備の運転、維持管理に関する教育・訓練を実施する。

5) 試運転、実証運転
試運転、実証運転を実施し、実証研究に必要なデータを取得する。取得したデータに関しては実証サイト企業等と共有し、実証サイト等と事前に合意した性能が確認されたことについて書面を取り交わす。

6) 検証、考察
実証運転の結果を分析し、実証前調査で検討した原油削減効果や普及可能性等に変更が無いか、事業化評価で指摘された事項が解決されているかについて検証し、考察する。

7) 普及活動
効果的なタイミングで竣工式やセミナー等を開催し、実証研究の成果を広くＰＲする。
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